
屋台の意匠を間近で鑑賞できるのは、年にこの2日間だけ。神楽台･三番叟･石橋台･

龍神台の4台は、両日とも中橋の御旅所前の広場で披露。他の7台は14日は「神明町

通り」に。15日は「上一之町～上二之町とさんまち通り」に、それぞれ曳き揃えられます。
※恵比須台が修理中のため、今年は11台のお披露目となります。
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つなかた
中橋の御旅所前では、14･15日の午前と午後の1日2回ずつ、三番叟・石橋台・龍神

台の3台によるからくり奉納が披露されます。何十本もの人形の綱を操る「綱方たちの

手」によって命が吹き込まれるからくり人形達の見事な演舞で、観客を魅了します。
※混雑の状況により、からくり奉納時・前後に、中橋や御旅所前への進入を制限します。予めご了承ください。

ちょうちん じゅんどうば

ちん ゆうげん げんそう

ちょうひ わか
14日の日没後、それぞれの屋台は約百個もの提灯を灯し町を巡ります。順道場を過

ぎると、曳き別れ歌「高い山」の調べとともに各屋台蔵へ帰ります。闇夜に浮かぶ提

灯の幽玄な美と幻想の世界が、昼間とは異なり深く心に刻まれます。
※側溝には「ふた」がない所や段差がありますので、落ちないように特に夜祭の際にはご注意ください。
※恵比須台が修理中のため、今年は11台のお披露目となります。

300年続く行事で、神輿を中心に獅子、闘鶏楽、裃姿の警固など伝統の装束をま

とった数百名が、町を練り歩きます。出発は14日午後、日枝神社を出て家々を巡り、

中橋の御旅所へ。神輿は一泊し、15日午後より御旅所から神社へ還御されます。
※御旅所前での行事催行中は、付近において歩行禁止などの通行規制を行います。
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楽人たちが屋台囃子を奏でな
がら屋台行列を先導します。
楽人たちが屋台囃子を奏でな
がら屋台行列を先導します。

童子が一瞬で翁に早変わりす
るからくりが有名な屋台です。
童子が一瞬で翁に早変わりす
るからくりが有名な屋台です。

飛騨の名工･谷口与鹿の傑作
彫刻が自慢の屋台です。
飛騨の名工･谷口与鹿の傑作
彫刻が自慢の屋台です。

踊っていた美女が獅子に早変
わりするからくり屋台です。
踊っていた美女が獅子に早変
わりするからくり屋台です。

円山応挙の下絵とされる獅子
牡丹の刺繍幕が見事です。
円山応挙の下絵とされる獅子
牡丹の刺繍幕が見事です。

オランダ古渡りの赤・黄・黒の
三色堅幕が目印です。
オランダ古渡りの赤・黄・黒の
三色堅幕が目印です。

名工･谷口与鹿の親子龍、手
長・足長像が特徴の屋台です。
名工･谷口与鹿の親子龍、手
長・足長像が特徴の屋台です。

唐子と激しい踊りの龍神のか
らくりが有名な屋台です。
唐子と激しい踊りの龍神のか
らくりが有名な屋台です。

唐草や雷紋などの中国風の意
匠が魅力の屋台です。
唐草や雷紋などの中国風の意
匠が魅力の屋台です。

金糸波浪、色糸鯉魚の刺繍を
はじめ鯉ずくしの屋台です。
金糸波浪、色糸鯉魚の刺繍を
はじめ鯉ずくしの屋台です。

祭神に大黒天を祀り、曳行の
際、屋根が揺れる構造です。
祭神に大黒天を祀り、曳行の
際、屋根が揺れる構造です。

全屋台中唯一の入母屋造りで、
三層構造の最大級の屋台です。
全屋台中唯一の入母屋造りで、
三層構造の最大級の屋台です。
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12台の屋台で構成される、春を告げる4つの伝統行事。
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飛騨高山観光公式サイト
春の高山祭の紹介はこちら

→

お願い 屋台は貴重な文化財です。大切にしましょう。屋台には絶対手をふれないようにしましょう。
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からくり奉納
14日・15日曳き揃え

14日曳き揃え

夜祭スタート

15日曳き揃え高山市図書館
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観光バス降車場
お帰りは無料シャトルバス
真光本部駐車場行
14日 9:00～21：00
15日 9:00～16：00
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公衆トイレ バリアフリー 車椅子設置場所

駐車場屋台

夜祭順路 屋台蔵の位置

※4月14日•15日の大型バス駐車場は高山別院駐車場と真光本部駐車場のみとなります。

監修：高山祭協賛会監修：高山祭協賛会

https://www.hidatakayama.or.jp/access/

http://parking.takayama.gifu.jp/ https://www.hidatakayama.or.jp/

市営駐車場などの空車情報が下記にてご覧いただけます。交通・駐車場情報

当日の祭最新情報

車両通行止 断続的に車両通行止

大型車・大特車は進入禁止車両通行止

※規制時間の延長をする場合があります。

※天候・状況等により交通規制が変更・
　中止となる可能性があります。

※国道158号安川通りは、
　祭行列の際に
　交通規制があります。

8：00～22：00 15：00～16：00、17：30～22：00

8：30～22：007：00～24：0014日 15日

14日

14日

15日

15日

8：00～17：00

0：00～18：00

14：00～15：30

8：30～17：00 
春祭区域の
交通規制

交通案内図

市営駐車場満車・空車情報

Hits FM Hits FM 76.5MHz

予告 秋の高山祭
10月9日水10日木令和6年

P

4月14日日随時生放送◆Hit net TV!
（地上デジタル12ch/Hit net TV ! YouTubeチャンネル同時）

4月14日日・15日月◆ネット同時配信 
YouTube Live（からくり奉納など）

TEL：0577-34-8707 ●電話開通時間 14日／8:30～21:00（夜祭中止時は17：30まで）
15日／8:30～16：00

高山祭案内本部

高山祭を生中継
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夜祭4月
14日
日

4月
15日
月

屋台曳き揃え 9：30～16：00

18：00～21：00

御巡幸 13：00～16：00

屋台曳き揃え 9：30～16：00

御巡幸 12：30～16：00

人々を魅了してやまない日本三大美祭のひとつに挙げられる高山祭。
高山祭は、春の「山王祭」と秋の「八幡祭」の二つを指す総称で、
起源は16世紀後半から17世紀とされています。
毎年4月14日・15日に開催される「山王祭」は、
旧高山城下町の南半分の氏神様である日枝神社（山王様）の例大祭。
安川通りの南側である上町を舞台に、
お披露目する国の重要有形民俗文化財である12台の屋台曳き揃えや、
からくり奉納、夜祭、御巡幸などの伝統行事が執り行われます。
いにしえより受け継がれた、美しい春の行事をお楽しみいただけます。

春の高山祭「山王祭」は日枝神社の例大祭で、
屋台行事はユネスコ無形文化遺産に登録。
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14日 15日

からくり奉納

10：00～10：50

14：00～14：50からくり奉納

10：00～10：50

からくり奉納 14：00～14：50からくり奉納

屋台は日本遺産

●天候により祭行事が変更・中止になることがあります。その場合、日程の順延はありません。


